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This paper attempts to look into the relations between ethnic capital and the economic 
development of American Chinese.  Based on the theory of social capital, the author argues 
that ethnic capital is not a thing but involves interactive processes of financial capital, 
human capital, and social capital within an identifiable ethnic community.
More and more new Chinese immigrants enter into the U. S. from Mainland China, Hong 
Kong and Taiwan since 1970s. The Chinese population has been rising notably and new 
immigrants have become the main group of Chinese community in America. The 
population of American Chinese exceeded 3,500,000 in 2007.
Compared to Southeast Asian Chinese, American Chinese are situated in weak position in U.S. 
economy. However, the Sino-U.S. trade and economic ties have been enlarging since 1979. American 
Chinese get profits by marketing the huge quantity of China’s export commodities. By taking 
advantage of ethnic capital such as social connection, business networks and channels of clans and 
lineages, American Chinese have succeeded in building firms with lower costs and maximizing profits. 
Besides Chinese restaurant business, garment industry and retail business, American Chinese have 
succeeded in managing high technology industry, foreign trade, financial industry and the real estate 
industry, etc..  American Chinese have developed smoothly in economic dimension in recent years.







































































































ら大量の新移民がアメリカ社会に入り、アメリカの華人人口が急増した。2008 年 9 月 23 日に
アメリカ合衆国国勢調査局が公布した『2007 アメリカンコミュニティサーベイ（American 
 立命館国際地域研究　第30号　2009年12月 5
Community Survey）』によると、2007 年アメリカ華人人口は約 353 万 8 千人あまり達し、ア
ジア系人口の中で最も多かった。そのうち、アメリカ出生者は 131 万人で、外国出生者は 223
万人であった。外国出生者のうち、44%は 1990 年以前の移民であり、26%は 2000 年以降の移
民であった。中国大陸からは約 135.7 万人であった。また、132 万人はアメリカの国籍を取得
している 10）。もし不法移民 11）と台湾移民を加えると、華人人口は 400 万人近くとなるだろう。






業を創設した。例えば、1980 年のアメリカ不動産業投資の中に 99 億ドルは香港からの投資で
あった。投資地域をみると、基本的に華人集中の都市に投資した。例えば、ロサンゼルスには









れに対し、アメリカ全国の 25 才以上人口の中に、大学卒業者は 17.4%で、修士以上の学位取














額は 2,327 億ドルで、輸入額は 693.8 億ドルであった。2007 年末までに、アメリカの対中直接
投資企業は 54,838 社で、実質投資額は 567.06 億ドルであった。中国対米の直接投資累計額は
18.81 億ドルで 15）、金額が少ないが、確実に増加傾向にある。
1986 年 12 月 5 日にアメリカ商務省（Department of Commerce）が公布した『1982 年アジ
ア系、インディアン系および少数民族商業調査報告』によると、1982 年に、アメリカ華人創業
企業は 52,839 社、華人企業（51%以上華人株式所有の非農場企業）の総売上高は 61 億ドルで、
1社当たりの平均売上高は 11.5 万ドルであった 16）。2006 年にアメリカ合衆国国勢調査局が公
布した『2002 アジア系企業調査報告』（Survey of Business Owners, Asian-Owned Firms 
2002）によると、2002 年アメリカ華人企業は 28.6 万社、総売上高は 1,062 億ドルで、1社当
たりの平均売上高は 36.62 万ドルになった。華人企業の平均売上高はインド系企業と日系企業
に接近し、その他のエスニック企業より高い。その原因の 1つとしてはエスニック経済規模が
大きいことが挙げられる。カリフォルニア州には 11 万社の華人企業があり、総売上高は 562
億ドルである。ニューヨークには 6万社で、総売上高は 102 億ドルである 17）。
表 1　1982 年と 2002 年華人企業発展状況略表
総売上高（億ドル） 華人企業数（社） 1社当たりの平均売上高（万ドル）
1982 年 61 52,839 11.50
2002 年 1,062 286,000 36.62
出所：1982 年のデータは（タイ）「星暹日報」、1988 年 1月 7日、2002 年のデータはU. S. Census Bureau, 





1、中華料理業は依然としてアメリカ華人産業を支えている。2000 年 8 月に全米の中華レス
トランは 35,779 軒であったが、2006 年になると、5万軒を超えており（マクドナルド、ウェ
ンディーズ、バーガーキング 3社の店舗数の合計より多く、1950 年代の約 10 倍、1960 年代の
約 5倍）、華人従業員は約 30 万人である。ロサンゼルス、ニューヨーク、サンフランシスコに
集中しており、ロサンゼルスには約 6,000 軒の中華レストラン、ニューヨークには約 5,000 軒


































2 000 社で、そのうち、銀行は 80 社あまりである。その多くは 2005 － 2006 年にM＆ Aや新
設などにより発展してきた。現在、アメリカ最大の華人資本の銀行はイースト・イースト・ウェ
スト・バンク（East West Bank）、キャセイ銀行、UCBHホールディングス (UCBH Holdings 
Inc.)の 3社である。2005 年以降、この 3社は 11 の商業銀行を買収し、現在 191 の支店と 6の
8 王　　望波：エスニック資本の視点からみるアメリカ華人経済の発展
出張所をもっており、総資産は 322.8 億ドルである。2006 年上半期の利益は 18%増で、アメ
リカ銀行業の平均水準より高い。アメリカ華人資本の金融業の発展の中において、投資サービ
スを提供する華人証券会社の成長が著しい。アメリカ消費者雑誌の投資実験室による 2005 年
と 2006 年の証券会社ネット投票結果によると、従業員わずか 40 名の「ファーストレード








年 4 月のサンフランシスコにおける上位 200 社上場企業ランキングに 20 社あまりの華人企業
が入っていた。2006 年に、インターネット企業の華人創業第一人者である楊致遠が創立した「ヤ
フー（yahoo）」の株価は 18%下落し、2007 年 6 月 18 日に、楊致遠は再び CEOに就任し、「ヤ
フ （ーyahoo）」の再建を手掛けた。また、1993 年に黄仁勲が創立したエヌヴィディア（NVIDIA）
は今世界最大のビデオチップメーカーとなっている。孫大衛と杜紀川が創立したキングストン
テクノロジーは世界最大のメモリ製造企業に成長し、2006 年の売上高が 37 億ドルで、ここ 20
年来最高額を記録した。2007 年上半期の売上高は 11 億ドル近くで、2006 年同期の 8.53 億ド




によると、アジア系アメリカ人ビジネス開発センター（The Asian American Business 
Development Center, Inc. 「AABDC」）が 2008 年 5 月 2 日に公表した 2008 年「アジア系アメ



















































かなかったが、1980 年代半ばに約 40 軒、1990 年代半ばになると、その数倍に発展し、そのうち、





































た。マンダリン・レストラン・チェーンは 2000 年に 50 店舗になってからも毎年 13-15 店舗出
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